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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ヘテロ二量体サイトカイン受容体のインターロイキン3特異的サブユニットである。この受容体は、インターロイキン3（IL3）、コロニー刺激因子2（CSF2/GM-CSF）、およびインターロイキン5（IL5）の受容体に共通する、リガンド特異的αサブユニットとシグナル伝達βサブユニットから構成される。このタンパク質のIL3への結合はβサブユニットに依存する。βサブユニットはリガンド結合によって活性化され、IL3の生物学的活性に必須である。この遺伝子とコロニー刺激因子2受容体α鎖（CSF2RA）をコードする遺伝子は、X染色体またはY染色体のX-Y擬似常染色体領域においてサイトカイン受容体遺伝子クラスターを形成する。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見出されている。
	研究分野
	TGF-βシグナル伝達経路、PI3K-Aktシグナル伝達経路、Jak-STATシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	IL3RAマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	IL3RA マウス mAb (緑) とネガティブコントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

